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イーバンク銀行 平成 16 年 9 月中間期決算の概要のお知らせ 

 

 

イーバンク銀行株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：松尾 泰一）の平成 16 年 9 月

中間期決算の概要についてお知らせいたします。 

 

1. 平成 16 年度上半期業績の概要 

 平成 16 年度上半期につきましては、引き続き販管費の抑制に努めた一方、収益資産の積極的な積

上げを推進した結果、保有投資資産の売却に伴う実現益も相俟って、業績は大きく好転いたしました。

期中損益につきましては、経常収益が前年同期比 6 倍以上の 3,440 百万円となった一方、経常費用が

3,223 百万円に止まり、経常利益が 216 百万円と、開業以来半期で初めての黒字を確保いたしました。

また、BIS 基準による期末自己資本比率は 12.35％となりました。 

 

2. 平成 16 年度上半期サービスの概況 

 業務効率化を背景として、平成 16 年 7 月には他行振込手数料を 250 円（税込）から 160 円（税込）に

引き下げ、8 月にはイーバンクカードのＡＴＭ入金手数料を完全無料化、さらにはメール送金サービス

「メルマネ」の無料キャンペーンを実施するなど、取引基盤の拡大を図りました。また、「リアルタイム 

送金・自動引落」やファームバンキングサービス「WEB-FB」の大幅機能拡張、携帯電話向け「クイック

ログイン」サービス、さらには国内最高水準の金利 1.05％（7 年）定期預金や「イーバンクキャッシュ  

カード」の発行など、独創性のあるサービスの導入を積極的に行いました。 

 

3. 平成 16 年度下半期の方針 

 決済業務の取引基盤の拡大と、資金運用業務による安定収益の確保により、平成 16 年度下半期も、

業容拡大と黒字基調を維持してまいります。また、10 月に設立したシステム子会社による新規事業の

創出等に取り組む他、CSR（企業の社会的責任）の観点から、各種募金活動の口座開設や災害等に

対する義援金口座開設など、インターネット専業銀行の特性を活かしたタイムリーなサービス提供を 

推進してまいります。さらには、安心してイーバンク口座をご利用いただけるよう、これまで以上に   

セキュリティ対策を強化してまいります。 

以 上 

 

―― 本件に関するお問合せ先 ―― 

イーバンク銀行株式会社 財務経理担当役員 大塚 

TEL: 03-3509-6787  FAX: 03-3509-1887 

http://www.ebank.co.jp 
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